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慢性期再狭窄病変
％梗塞サイズ(99mTc‐MIBI)
最大CPK‐MB値
左前下行枝病変
病変枝数
発症から来院までの時間
来院からTIMI3までの時間
5.82
0.96
1.00
0.55
2.03
1.00
0.99
OR 95%CI
1.12 – 30.20
0.89 – 1.02
1.00 – 1.01
0.11 – 2.69
0.72 – 5.71
0.99 – 1.01
0.98 – 1.01
p Value
0.036
0.200
0.080
0.461
0.180
0.908
0.653
 非再狭窄群においては、慢性期LVEDV・LVESVの有
意な縮小が認められたが、再狭窄群においては、有意
な縮小は認められなかった。
 LVEDV変化率＞20％の左室リモデリングは再狭窄群
において、有意に頻度が高く、また慢性期再狭窄病変
は左室リモデリングの独立した予測因子であった。
 ST上昇型心筋梗塞患者においては、急性期の
早期再灌流療法だけではなく、慢性期の再狭窄
病変を予防することが、左室リモデリングの抑制
に重要と考えられた。
